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「角膜難病の標準的診断法および治療法の確立を目指した調査研究」 
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【研究要旨】 

当該研究における診療ガイドライン作成の参考にするため、希少難治性角膜疾患特

に主に無虹彩症と先天性角膜混濁患者に対して角膜難病患者 QOL 調査を行った。また、

Minds 形式の診療ガイドライン作成に向けて、先天無虹彩症のクリニカルクエスチョン

の作成、およびこれに沿った文献検索を行った。 

 

A. 研究目的 

これまでに作成された希少難治性角膜疾

患の診断基準と重症度分類をより質の高い

ものに改定するため、希少難治性角膜疾患

特に主に無虹彩症と先天角膜混濁に関する

患者 QOL の調査を行う。また Minds に準拠

した方法でエビデンスに基づいた診療ガイ

ドラインを作成するためのクリニカルクエ

スチョン（CQ）の作成と文献検索を行う。 

 

B. 研究方法 

１．当施設に通院中の先天無虹彩症および

先天角膜混濁患者に対し、VFQ25 による QOL

調査を行う。 

２．先天無虹彩症の診療ガイドライン作成

のためのクリニカルクエスチョンの決定の

議論に参加する。また、CQ にもとづく文献

調査を行う。 

C. 研究結果 

１．先天無虹彩症患者７例に対し QOL 調

査を行った。 

２．先天無虹彩症の CQ 作成の議論に参加

した。また、文献検索を行い、現在１次ス

クリーニングを終了し、２次スクリーニン

グを行っている。 

 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を

尊重し、関連する法令や指針を遵守し倫理

審査委員会の承認を得たうえで行なわれた。

また個人情報の漏洩防止、患者への研究参

加への説明と同意の取得を徹底した。 

 

D. 考按 

エビデンスレベルの高い診療ガイドライ

ンの作成に向けた活動が行われた。今後は
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文献検索に立脚したシステマティックレビ

ューを行い、CQ に対する推奨作成を行う予

定である。 
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なし 
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